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日
本
の
重
機
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し
た
、

建
設
機
械
の
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
が
世
界

の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
や

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
装
着

さ
れ
て
い
て
、
世
界
中
で
７
万
台
も
の
建

機
の
位
置
や
稼
働
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
把
握
で
き
る
の
だ
そ
う
だ
。
機
械
の
状

態
や
故
障
な
ど
も
個
別
に
把
握
・
記
録
が

可
能
で
、
所
有
者
は
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
業
中
の
建

機
の
移
動
の
軌
跡
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、

作
業
の
進
捗
状
況
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
建
機
が
動
い
て
い
る
は

ず
の
な
い
時
間
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た

り
し
た
ら
、
所
有
者
に
連
絡
を
入
れ
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
盗
難
と
見
ら
れ

る
場
合
は
遠
隔
操
作
で
鍵
を
か
け
る
こ
と

も
可
能
で
、
犯
人
逮
捕
に
結
び
つ
い
た
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

働
く
も
の
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
少
々

困
っ
た
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
エ
ン
ジ
ン

の
稼
働
時
間
と
作
業
時
間
の
記
録
も
把
握

で
き
る
の
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
い
つ
も

勤
務
態
度
を
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ク
ー
ラ
ー
の
利
い
た
車
内
で
居
眠
り
な
ど

を
し
て
い
た
ら
、
車
載
電
話
で
警
告
な
ど

と
い
う
こ
と
が
現
実
に
な
る
。
中
南
米
の

顧
客
か
ら
は
、「
作
業
効
率
が
上
が
っ
た
」

と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
人
間

が
人
間
の
行
動
を
管
理
す
る
と
い
う
技
術

の
成
熟
に
、
若
干
の
不
安
を
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
性
犯
罪
な
ど

の
累
犯
者
は
体
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
埋
め
込

ま
れ
、
常
に
所
在
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
、
年
金
記
録
の
取
り
扱
い
の
不
始
末

が
社
会
問
題
化
し
た
こ
と
を
機
に
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
社
会
保
障
番
号
を
一
元

化
し
、
管
理
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
生
じ

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
は
医
療
や
介
護

保
険
な
ど
の
デ
ー
タ
を
組
み
込
む
こ
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。
住
基
ネ
ッ
ト
に
反
対

し
た
世
論
も
、
今
回
は
沈
黙
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
福
祉
や
健
康
、
医

療
、
年
金
な
ど
に
関
す
る
一
元
化
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
国
が
握
る
こ
と
の
意
味
は
、
住

基
ネ
ッ
ト
の
問
題
を
は
る
か
に
超
え
る
。

こ
の
先
は
Ｓ
Ｆ
の
世
界
に
な
る
が
、
前
述

の
建
設
機
械
の
遠
隔
管
理
の
話
と
重
ね
合

わ
せ
る
と
、
近
未
来
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ

ア
的
世
界
が
垣
間
見
え
て
く
る
と
い
う
の

は
考
え
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
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Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
を
引
用

　

環
境
白
書
の
総
説
部
分
に
当
た
る

「
進
行
す
る
地
球
温
暖
化
と
対
策
技
術
」

で
は
、
ま
ず
国
連
の
「
気
候
変
更
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が

今
年
ま
と
め
た
第
４
次
評
価
報
告
書
を

引
用
し
な
が
ら
、
温
暖
化
の
現
状
を
紹

介
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

研
究
を
収
集
・
整
理
す
る
た
め
、
国
連

環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
と
世
界
気
象

機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
が
１
９
８
８
年
に
設

立
し
た
専
門
組
織
で
、
各
国
の
科
学
者

ら
で
構
成
。
第
１
作
業
部
会
が
温
暖
化

の
科
学
的
根
拠
を
、
第
２
作
業
部
会
が

そ
の
影
響
を
、
第
３
作
業
部
会
が
対
策

の
在
り
方
を
審
議
す
る
。
報
告
書
を
作

成
す
る
の
は
今
年
で
４
回
目
と
な
り
、

各
部
会
が
２
月
、
４
月
、
５
月
に
公
表

し
た
。

　

こ
の
う
ち
第
１
作
業
部
会
の
報
告
書

に
よ
る
と
、
地
球
の
平
均
気
温
は
１
９

０
６
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
の
１
０

０
年
間
で
約
０
・　

度
、
海
面
水
位
は

７４

　

世
紀
を
通
じ
て
約
０
・　

メ
ー
ト
ル

２０

１７

上
昇
し
た
と
い
う
。
ま
た
、　

世
紀
末

２１

（
２
０
９
０－

　

年
）に
お
け
る
平
均
気

９９

温
の
上
昇
幅
は
１
・
１－

６
・
４
度
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

進
行
す
る
温
暖
化
の
影
響
で
近
年
、

熱
波
や
暖
冬
と
い
っ
た
異
常
高
温
、
熱

帯
低
気
圧
の
発
生
増
加
と
い
っ
た
現
象

が
、
世
界
各
地
で
観
測
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
東
京
（
大
手
町
）
で
１
日

の
最
高
気
温
が　

度
を
超
え
る
「
真
夏

３０

日
」
の
日
数
が
、
２
０
０
４
年
は
観
測

史
上
最
多
の　

日
に
達
し
た
。

７０

　

第
２
作
業
部
会
の
報
告
書
は
、
地
球

の
平
均
気
温
の
上
昇
幅
が
１
９
９
０
年

比
で
２－

３
度
以
上
に
な
る
と
、
動
植

物
の
絶
滅
種
の
増
加
や
食
料
生
産
量
の

減
少
、
水
不
足
と
い
っ
た
経
済
的
損
失

が
世
界
中
で
発
生
す
る
と
予
測
。
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
が
現
状
の
ペ
ー
ス
で

温暖化防止へ身近な取り組みを温暖化防止へ身近な取り組みを

20072007年版年版 環境環境・循環型社会白書循環型社会白書解 説 20072007年版年版 環境環境・循環型社会白書循環型社会白書

温暖化防止へ身近な取り組みを
―「３Ｒ」技術開発の動向も紹介―

　

政
府
は
こ
の
た
び
、
２
０
０
７
年
版
の
環
境
・
循
環
型
社
会
白
書
を
閣
議
決
定
し
た
。
総
説
の
テ
ー
マ

の
１
つ
と
し
て
「
進
行
す
る
地
球
温
暖
化
と
対
策
技
術
」
を
設
定
。
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た
温

暖
化
の
現
状
や
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
技
術
の
実
用
例

を
紹
介
し
た
上
で
、
省
エ
ネ
製
品
へ
の
買
い
換
え
な
ど
、
国
民
に
身
近
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
の
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
支
え
る
技
術－

３
Ｒ
・
廃
棄
物
処
理
技
術

の
発
展
と
変
遷
」。
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
製
品
・
部
品
の
再
使
用
）、
リ
サ

イ
ク
ル
（
資
源
の
再
生
利
用
）
の
「
３
Ｒ
」（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
を
め
ぐ
る
技
術
開
発
の
動
向
な
ど
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

　

環
境
基
本
法
に
基
づ
く
環
境
白
書
と
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に
基
づ
く
循
環
型
社
会
白
書
は

従
来
、
別
々
に
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら
は
「
環
境
問
題
や
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
の
全
体
像
を
、
一
体
的
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」（
環
境
省
）
と
の
考
え
に
立
ち
、
合
本
し
て
１
冊
に

ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
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増
え
続
け
れ
ば
、
２－

３
度
と
い
う
上

昇
幅
は
い
ず
れ
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
温
暖
化
対
策
を
通
じ
て
排

出
量
と
吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
必
要
と
警
告
し
て
い
る
。

　

現
状
の
推
計
で
は
、
石
油
や
石
炭
と

い
っ
た
化
石
燃
料
の
使
用
に
伴
う
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
量
は
年
間
約
２
６
０
億
ト

ン（
炭
素
換
算
で
約　

億
ト
ン
）。
こ
れ

７０

に
対
し
、
森
林
な
ど
に
よ
る
自
然
吸
収

量
は
同
約
１
１
０
億
ト
ン
（
同
約　

億
３０

ト
ン
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
こ
で
第
３
作
業
部
会
は
、
対
策
実

施
の
効
果
を
予
測
し
た
。
一
定
の
コ
ス

ト
を
掛
け
て
技
術
開
発
な
ど
の
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
め
ば
、
世
界
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
３
０
年
に
は
現

状
以
下
に
削
減
可
能
と
指
摘
。
さ
ら

に
、
２
０
５
０
年
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
を
２
０
０
０
年
比
で
半
減
以
上
と

し
、
産
業
革
命
か
ら
の
気
温
上
昇
を

２
・
０－

２
・
４
度
に
抑
え
る
こ
と
も

で
き
る
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
を
踏
ま

え
、
白
書
は
「
今
、
地
球
温
暖
化
に
断

固
た
る
決
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
」
と
訴
え
て
い
る
。

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
は
…

　

日
本
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
公
害
な

ど
過
去
の
環
境
問
題
を
克
服
し
た
経
験

か
ら
、
国
際
的
に
み
て
も
優
れ
た
環
境

関
連
技
術
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
蓄
積

は
温
暖
化
対
策
の
面
で
も
生
か
さ
れ
て

い
る
。

　

既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
技
術
と
し

て
は
、
例
え
ば
▽
大
気
中
の
熱
を
使
っ

て
お
湯
を
沸
か
す
た
め
、
従
来
の
燃
焼

式
給
湯
器
と
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が

半
分
と
な
る
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
▽
白
熱
電
球
と
比
べ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
が
４－

５

倍
と
な
る
電
球
形
蛍

光
ラ
ン
プ
▽
エ
ン
ジ

ン
や
モ
ー
タ
ー
な

ど
、
複
数
の
動
力
源

を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
高
い
省
エ
ネ
性

能
を
実
現
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車－

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

し
か
し
実
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
対

策
技
術
の
導
入
が
ま

だ
十
分
に
進
ん
で
い

る
と
は
言
え
な
い
の

が
現
状
だ
。
白
書
は

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減

を
実
効
的
に
進
め
る

た
め
に
は
、
既
に
開

発
さ
れ
実
用
化
さ
れ

た
技
術
を
社
会
の

隅
々
ま
で
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
強
調
。
国
民
に
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
お

う
と
、家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
に
関

す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、　

代
の
夫
婦
と
子
供

４０

２
人
の
４
人
家
族
（
左
図
・
Ａ
さ
ん
）

が
１
戸
建
て
の
持
ち
家
（
築　

年
、
３

１０

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
に
住
ん
で
い
る
場
合
と
、　
６０

代
の
夫
婦
（
左
図
・
Ｂ
さ
ん
）
が
１
戸

建
て
の
持
ち
家
（
同
）
に
住
ん
で
い
る

場
合
で
試
算
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
、

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
温
水
暖
房
便
座
、
給
湯

器
と
い
っ
た
家
電
製
品
を
、
現
在
販
売

さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
性
能
の
優
れ
た
も

の
に
買
い
換
え
、
窓
ガ
ラ
ス
を
断
熱
性

３家庭における機器の買換え等による二酸化炭素排出量の変化
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政 策

の
高
い
複
層
ガ
ラ
ス
に
交
換
す
る
と
、

Ｃ
Ｏ
２

の
年
間
排
出
量
は
前
者
で
約　
４４

％
（
２
ト
ン
以
上
）、
後
者
で
約　

％
４２

（
２
ト
ン
弱
）
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
電
気
代
や
ガ
ス
代
に
換
算
す
る

と
、
前
者
で
年
間
約　

万
円
近
く
、
後

１５

者
で
同
約　

万
円
以
上
の
削
減
に
な
る

１０

と
い
う
。

　

ま
た
、
近
く
結
婚
す
る　

代
の
独
身

３０

男
性
（
前
ペ
ー
ジ
図
・
Ｃ
さ
ん
）
の
場

合
も
同
様
に
試
算
し
た
。
そ
れ
ま
で
住

ん
で
い
た
ワ
ン
ル
ー
ム
の
賃
貸
ア
パ
ー

ト
か
ら
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
へ

引
っ
越
し
、
単
身
者
用
の
家
電
製
品
を

処
分
、
省
エ
ネ
性
能
の
優
れ
た
も
の
に

買
い
換
え
る
と
想
定
。
冷
蔵
庫
や
テ
レ

ビ
、
洗
濯
乾
燥
機
は
そ
れ
ま
で
よ
り
大

型
の
も
の
を
選
び
、
世
帯
の
人
数
が
２

人
に
増
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ

Ｏ
２

の
年
間
排
出
量
は
独
身
時
に
比
べ

８
％
減
少
す
る
と
し
た
。

　

温
暖
化
は
確
実
に
進
行
し
て
お
り
、

人
類
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
生
態
系
に

も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

白
書
は
「
私
た
ち
の
地
球
は
現
在
、
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
」
と
指
摘
。
国
民

１
人
ひ
と
り
の
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
を
通
じ
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

を
大
幅
に
削
減
し
た
「
低
炭
素
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し

て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
安
倍
晋
三
首
相
は

５
月　

日
、
温
暖
化
対
策
の
基
本
戦
略

２４

「
美
し
い
星　

」を
発
表
。
６
月
１
日
に

５０

は
、
同
戦
略
を
核
と
し
た
「　

世
紀
環

２１

境
立
国
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
２
０
５
０

年
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

現
状
か
ら
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
。

京
都
議
定
書
に
定
め
の
な
い
２
０
１
３

年
以
降
の
国
際
的
枠
組
み
づ
く
り
に
向

け
て
は
、
①
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン

ド
を
含
む
主
要
排
出
国
が
全
て
参
加
す

る
②
各
国
の
事
情
に
配
慮
し
た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
枠
組
み
と
す
る
③
環
境

保
全
と
経
済
発
展
を
両
立
さ
せ
る－

と

の
原
則
を
提
唱
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、日
本
が
議
定
書
で
義
務
付

け
ら
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

（
２
０
０
８－
　

年
の
平
均
で
１
９
９
０

１２

年
比
６
％
減
）を
達
成
す
る
た
め
、国
民

的
な
運
動
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

技
術
で
国
際
貢
献

　

一
方
、
循
環
型
社
会
白
書
の
総
説
部

分
に
当
た
る
「
わ
が
国
の
循
環
型
社
会

づ
く
り
を
支
え
る
技
術
」
で
は
、
①
国

際
的
な
３
Ｒ
推
進
の
必
要
性
と
わ
が
国

の
技
術
へ
の
期
待
②
循
環
型
社
会
を
支

え
る
技
術
③
技
術
の
開
発
・
導
入
を
促

進
す
る
政
策
や
制
度
④
今
後
の
３
Ｒ
・

廃
棄
物
処
理
技
術
の
発
展
と
国
際
貢
献

－

を
柱
に
据
え
た
。

　

廃
棄
物
問
題
の
現
状
を
み
る
と
、
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
経
済
成
長
と
人
口

増
に
伴
い
、
廃
棄
物
の
発
生
量
が
世
界

的
に
増
加
。
２
０
０
０
年
の
約
１
２
７

億
ト
ン
に
対
し
、
２
０
５
０
年
に
は
約

２
７
０
億
ト
ン
と
２
倍
以
上
に
増
え
る

見
通
し
だ
。
こ
の
た
め
、
国
際
的
な
循

環
型
社
会
を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
お
り
、
３
Ｒ
推
進
に
取
り
組
む
日
本

に
は
特
に
技
術
面
で
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
▽
合
併
処
理
浄
化
槽

を
は
じ
め
と
す
る
し
尿
処
理
技
術
▽
家

庭
ご
み
の
分
別
・
保
管
・
収
集
・
運
搬
・

再
生
・
処
分
技
術
▽
水
銀
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と

い
っ
た
有
害
物
質
の
除
去
・
処
理
技
術

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
軽
量
化
や
家
電
製

品
に
お
け
る
部
品
点
数
の
削
減
、
部
品

の
小
型
化
と
い
っ
た
リ
デ
ュ
ー
ス
技
術

▽
複
写
機
や
廃
車
に
代
表
さ
れ
る
部
品

の
リ
ユ
ー
ス
技
術
▽
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
使
用
済
み
家
電
製
品
、
食
品
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術－

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ら
技
術
の
開
発
・
導
入
は
事
業

者
の
自
主
的
な
努
力
に
加
え
、
法
制

度
、
規
制
、
税
制
を
は
じ
め
と
す
る
経

済
的
な
誘
導
策
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
。
例
え
ば
、
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
の
制
定
や
製
品
性
能
の
標
準

化
・
規
格
化
、
政
府
系
金
融
機
関
に
よ

る
低
利
融
資
、
関
連
設
備
に
対
す
る
特

別
償
却
制
度
の
創
設
や
固
定
資
産
税
の

軽
減
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
６
年
３

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
３
期
科
学
技

術
基
本
計
画
の
「
分
野
別
推
進
戦
略
」

で
、
重
点
的
に
進
め
る
研
究
領
域
の
１

つ
と
し
て
３
Ｒ
技
術
が
選
定
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
向
上
に
向
け
た
研
究
開

発
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
日
本
の
持
つ
技
術
を
世
界

へ
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
国
際
協
力
の
中

心
に
な
り
得
る
と
判
断
、
前
向
き
に
取

り
組
む
考
え
だ
。
た
だ
、
そ
の
際
に
は

各
国
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
り
、
知
的

財
産
権
の
利
用
・
保
護
に
留
意
し
た
り

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　

白
書
は
こ
う
し
た
現
状
を
紹
介
し
た

上
で
、
３
Ｒ
や
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

技
術
を
「
わ
が
国
の
貴
重
な
財
産
」
と

位
置
付
け
、
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
「
社
会
経
済
活
動
の
在
り
方

や
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
て
い
る
。

（
時
事
通
信
社　

逆
瀬
川　

英
明
）
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政 策

地
方
公
共
団
体
の
平
成　

年
度
版 

１７

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
の
作
成
状
況

１
、
平
成　

年
度
版
普
通
会
計
バ
ラ
ン

１７

ス
シ
ー
ト
等
の
作
成
状
況

・「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）」

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は

全
団
体
が
作
成
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て

は
１
、
８
２
７
団
体
中
１
、
１
１
３
団

体
（　

・
９
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

６０

・
市
区
町
村
の
う
ち
、
指
定
都
市
に

あ
っ
て
は
全
団
体
、
市
区
に
あ
っ
て
は

７
９
０
団
体
中
６
３
１
団
体
（　

・
９

７９

％
）、
町
村
に
あ
っ
て
は
１
、
０
２
２
団

体
中
４
６
７
団
体
（　

・
７
％
）
が
作

４５

成
し
て
い
る
。

・「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
団
体
が

作
成
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て
は
１
、
８

２
７
団
体
中
７
２
５
団
体
（　

・
７
％
）

３９

が
作
成
し
て
い
る
。

・
市
区
町
村
の
う
ち
、
指
定
都
市
に

あ
っ
て
は
全
団
体
、
市
区
に
あ
っ
て
は

７
９
０
団
体
中
４
７
８
団
体
（　

・
５

６０

％
）、
町
村
に
あ
っ
て
は
１
、
０
２
２
団

体
中
２
３
２
団
体
（　

・
７
％
）
が
作

２２

成
し
て
い
る
。

２
、
平
成　

年
度
版
地
方
公
共
団
体
全

１７

体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
状
況

・「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）」

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は

　

団
体
中　

団
体
（　

・
６
％
）、
市
区

４７

４４

９３

町
村
に
あ
っ
て
は
１
、
８
２
７
団
体
中

１
９
１
団
体
（　

・
５
％
）
が
作
成
し

１０

て
い
る
。

・
市
区
町
村
の
う
ち
、
指
定
都
市
に

あ
っ
て
は　

団
体
中　

団
体
（　

・
３

１５

１４

９３

％
）、
市
区
に
あ
っ
て
は
７
９
０
団
体

中
１
３
５
団
体
（　

・
１
％
）、
町
村
に

１７

市
町
村
の
６
割
超
が
作
成

市
町
村
の
６
割
超
が
作
成

　

平
成
17
年
度
版
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
町
村
の
６
割
超
が
作
成

市
町
村
の
６
割
超
が
作
成総

務
省

　

総
務
省
は
こ
の
た
び
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
平
成　

年
度
版

17

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
の
作
成
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
普
通

会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
既
に
全
都
道
府
県
・
政
令
市
が
作
成
済
み
で

あ
る
ほ
か
、
政
令
市
を
除
く
市
区
町
村
で
も
全
体
（
１
８
１
２
団
体
）
の

　

・
６
％
に
当
た
る
１
０
９
８
団
体
が
作
成
し
て
お
り
、
昨
年
度
に
お
け

60る　

・
３
％
に
比
べ
て
普
及
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

52

あ
っ
て
は
１
、
０
２
２
団
体
中　

団
体

４２

（
４
・
１
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

３
、
平
成　

年
度
版
連
結
バ
ラ
ン
ス

１７

シ
ー
ト
の
作
成
状
況

・「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）」

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は

全
団
体
が
作
成
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て

は
１
、
８
２
７
団
体
中
１
１
７
団
体

（
６
・
４
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

・
市
区
町
村
の
う
ち
、
指
定
都
市
に

あ
っ
て
は
全
団
体
、
市
区
に
あ
っ
て
は

７
９
０
団
体
中　

団
体
（　

・
６
％
）、

８４

１０

町
村
に
あ
っ
て
は
１
、
０
２
２
団
体
中

　

団
体（
１
・
８
％
）が
作
成
し
て
い
る
。

１８Ⅰ
、
平
成　

年
度
版
普
通
会
計
の
そ
の

１７

他
財
務
書
類
の
作
成
状
況

・「
資
金
収
支
計
算
書
」
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は　

団
体
中
７
団

４７

体
（　

・
９
％
）、
市
区
町
村
に
あ
っ
て

１４

は
１
、
８
２
７
団
体
中
２
１
１
団
体

（　

・
５
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

１１・「
純
資
産
変
動
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は　

団
体
中

４７

３
団
体
（
６
・
４
％
）、
市
区
町
村
に

あ
っ
て
は
１
、
８
２
７
団
体
中　

団
体

１１

（
０
・
６
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

Ⅱ
、
平
成　

年
度
版
地
方
公
共
団
体
全

１７

体
の
そ
の
他
財
務
書
類
の
作
成
状
況

・「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は　

団
体
中

４７

５
団
体
（　

・
６
％
）、
市
区
町
村
に

１０

あ
っ
て
は
１
、
８
２
７
団
体
中　

団
体

５０

（
２
・
７
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

・「
資
金
収
支
計
算
書
」
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
団
体
が
作
成

し
て
お
ら
ず
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て
は

１
、
８
２
７
団
体
中　

団
体
（
１
・
５

２７

％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

・「
純
資
産
変
動
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
団
体
が

作
成
し
て
お
ら
ず
、
市
区
町
村
に
あ
っ

て
は
１
、
８
２
７
団
体
中
４
団
体
（
０
・

２
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

Ⅲ
、
平
成　

年
度
版
連
結
の
そ
の
他
財

１７

務
書
類
の
作
成
状
況

・「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は　

団
体
中

４７

５
団
体
（　

・
６
％
）、
市
区
町
村
に

１０

あ
っ
て
は
１
、
８
２
７
団
体
中　

団
体

２５

（
１
・
４
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

・「
資
金
収
支
計
算
書
」
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
団
体
が
作
成

し
て
お
ら
ず
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て
は

１
、
８
２
７
団
体
中　

団
体
（
０
・
５

１０

％
）
が
作
成
し
て
い
る
。

・「
純
資
産
変
動
計
算
書
」
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
団
体
が

作
成
し
て
お
ら
ず
、
市
区
町
村
に
あ
っ

て
は
１
、
８
２
７
団
体
中
３
団
体
（
０
・

２
％
）
が
作
成
し
て
い
る
。
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政 策

指定都市を除く市区町村指定都市都道府県

（参考）
16年度版17年度版（参考）

16年度版17年度版（参考）
16年度版17年度版

956団体
（52.3％）

1098団体
（60.6％）

14団体
（100.0％）

15団体
（100.0％）

47団体
（100.0％）

47団体
（100.0％）普通会計バランスシート

554団体
（30.3％）

710団体
（39.2％）

14団体
（100.0％）

15団体
（100.0％）

45団体
（95.7％）

47団体
（100.0％）行政コスト計算書

160団体
（8.7％）

177団体
（9.8％）

14団体
（100.0％）

14団体
（93.3％）

44団体
（93.6％）

44団体
（93.6％）

各地方公共団体全体のバランスシート
（普通会計＋公営事業会計）

62団体
（3.4％）

102団体
（5.6％）

14団体
（100.0％）

15団体
（100.0％）

47団体
（100.0％）

47団体
（100.0％）

連結バランスシート
（普通会計＋公営事業会計＋組合＋地方独立行政法人＋
地方三公社＋第3セクター（原則50％以上出資））

※「指定都市」数は17年度版＝15団体、16年度版＝14団体
　「指定都市を除く市区町村」数は、17年度版＝1,812団体（H19.3.31現在）、16年度＝1,829団体（H18.5.31現在）
　「地方公共団体全体」は普通会計と公営事業会計を合わせたもの、「連結」はさらに公社、第三セクター等を合わせたもの

１．地方団体のバランスシート等の作成状況 ※平成19年3月31日現在において「作成済み」の団体数・割合

２．バランスシート等の市区町村（指定都市含む）別作成状況
（連結）（全体）（普通会計）
平成17年度版「バランスシート」平成17年度版「バランスシート」平成17年度版「行政コスト計算書」平成17年度版「バランスシート」

団体数都道府
県名　

作成済み作成済み作成済み作成済み
b／aうち独自方式bb／aうち独自方式bb／aうち独自方式bb／aうち独自方式ba
3.9274.43821.133846.7584180北 海 道
2.5017.50340.001672.502940青 森 県
5.71228.611051.411868.612435岩 手 県
2.80113.90533.301250.001836宮 城 県
0.0000.00016.00440.001025秋 田 県
0.0005.70231.401191.403235山 形 県
3.3025.00326.701631.701960福 島 県
0.0006.80343.201963.602844茨 城 県
12.91422.60745.201493.502931栃 木 県
5.3127.92336.811465.812538群 馬 県
4.3237.12547.143385.746070埼 玉 県
8.92512.51746.412666.133756千 葉 県
35.5152240.342582.345185.565362東 京 都
36.401245.501578.802697.003233神奈川県
2.9018.60345.701668.612435新 潟 県
6.70113.30260.00993.301415富 山 県
15.81315.80336.80768.401319石 川 県
5.90117.60347.10847.10817福 井 県
14.30414.30442.901253.601528山 梨 県
3.70316.001340.703371.605881長 野 県
7.1039.50459.512571.413042岐 阜 県
9.50414.30652.402278.603342静 岡 県
7.90522.211457.103674.614763愛 知 県
3.4013.40134.501055.201629三 重 県
0.0003.80146.201253.801426滋 賀 県
3.8013.80153.801461.501626京 都 府
14.0169.30462.812786.003743大 阪 府
7.30317.10765.902790.203741兵 庫 県
0.0000.00025.611048.701939奈 良 県
0.0000.00020.02633.321030和歌山県
10.50210.50242.10842.10819鳥 取 県
4.8014.81147.601061.901321島 根 県
3.7010.00037.001066.701827岡 山 県
8.7028.70243.501065.201523広 島 県
0.0009.10245.501059.101322山 口 県
8.3028.30225.00633.30824徳 島 県
11.80211.80235.30664.701117香 川 県
0.0000.00035.00740.00820愛 媛 県
2.9012.9015.70214.30535高 知 県
6.1147.60527.311850.003366福 岡 県
8.71213.01352.201269.601623佐 賀 県
4.3014.30121.70526.10623長 崎 県
2.1016.30327.101352.102548熊 本 県
0.0005.61150.019100.011818大 分 県
0.0003.30116.70550.001530宮 崎 県
0.0006.10324.501242.902149鹿児島県
2.4010.00024.421022.00941沖 縄 県
6.42811710.51719139.72372560.9261,1131,827合 計
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フォーラム
　

１
、
は
じ
め
に

　

北
海
道
の
東
、
根
室
海
峡
の
中
央
部

沿
岸
に
位
置
す
る
標
津
（
し
べ
つ
）
町

は
、
眼
前　

㎞
の
近
さ
に
北
方
領
土
国

２４

後
島
を
望
み
、
左
に
平
成　

年
７
月
に

１７

世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
秘
境
知
床
半

島
、
右
に
原
生
花
園
と
野
鳥
の
宝
庫
で

同
年　

月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
と

１１

な
っ
た
野
付
半
島
、
背
後
に
は
知
床
連

山
の
裾
野
に
雄
大
な
牧
草
地
が
広
が
る

大
酪
農
郷
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
世
界

的
な
景
観
や
自
然
を
有
す
る
風
光
明
媚

な
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
水
産
業
と

酪
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た
生
産
の
町

で
す
。
町
名
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
の

「
シ
ベ
・
ツ
」
を
語
源
と
し
、
約
１
６
０

年
前
の
江
戸
時
代
末
期
に
当
地
を
訪
れ

た
探
検
家　

松
浦　

武
四
郎
は
『
鮭
の

居
る
と
こ
ろ
』
と
訳
し
、「
秋
も
は
や　

日
数
へ
に
け
ん　

し
べ
つ
河　

瀬
に
つ

く
鮭
の　

色
さ
び
に
け
り
」　

と
詠
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
江
戸
や

上
方
な
ど
に
新
巻
鮭
を
供
給
す
る
鮭
の

産
地
と
し
て
拓
か
れ
、
時
代
を
経
た
二

十
一
世
紀
の
今
も
、
鮭
を
中
心
と
し
た

町
づ
く
り
は
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

２
、
減
少
す
る
人
口

　

人
口
は
、
昭
和　

年
の
８
、
０
５
１

４０

人
（
国
勢
調
査
）
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
を
続
け
、　

年
後
の
平
成　

年
国
勢

４０

１７

調
査
で
は
６
、
０
６
３
人
と　

％
、
１
、

２５

９
８
８
人
も
減
少
し
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
は
、
官
公
署
の
統
廃
合

･
･

に
よ
る
国 
道
の
出
先
機
関
の
廃
止 
縮

小
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

現
地
レ
ポ
ー
ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

Ｎ
札幌市

標津町

・

・
北
の
ふ
る
さ
と
移
住
計
画

北
の
ふ
る
さ
と
移
住
計
画

△エコツーリズム（サケ荷揚げ見学）△エコツーリズム（サケ荷揚げ見学）

〜
無
償
分
譲
で
定
住
促
進
を
図
る
〜

〜
無
償
分
譲
で
定
住
促
進
を
図
る
〜

北海道北海道　標標 津　津　町町
しべしべ ちょうちょうつつ



町 村 週 報第２６０９号 （第三種郵便物認可） 平成１９年７月２３日 ８

フォーラム

す
が
、
そ
の
他
で
は
国
際
競
争
の
荒
波

で
大
幅
に
生
産
者
価
格
が
下
落
し
た
秋

鮭
漁
業
の
経
営
形
態
の
改
革
に
よ
っ

て
、
鮭
番
屋
に
季
節
定
住
し
て
い
た
３

０
０
人
ほ
ど
の
ヤ
ン
衆
と
呼
ば
れ
る
雇

用
者
が
激
減
し
た
ほ
か
、
近
年
で
は
少

子
化
と
若
年
者
の
雇
用
間
口
の
低
下
が

若
者
の
流
出
を
招
き
、
減
少
に
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
こ
の
間
の
水
産
業
と
酪
農
業

の
基
幹
産
業
は
経
営
改
革
の
成
果
で
、

生
産
力
に
つ
い
て
は
国
内
有
数
の
安
全

食
糧
供
給
基
地
へ
と
進
化
し
て
、「
日

本
一
の
鮭
の
町
」
と
し
て
の
Ｃ
Ｉ
の
成

果
な
ど
、
時
代
を
捉
え
る
先
進
性
を
発

揮
し
た
行
動
力
に
よ
っ
て
、
力
強
い
産

業
基
盤
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
原
料
を
高
次
加
工

し
て
ゆ
く
近
代
的
な
物
づ
く
り
産
業
の

遅
れ
が
雇
用
面
の
弱
さ
へ
と
つ
な
が

り
、
少
子
化
と
相
ま
っ
て
今
日
ま
で

人
口
減
少
が
続
い
て
き
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

３
、
地
域
の
元
気
・
魅
力
へ

の
取
り
組
み

【「
心
の
過
疎
」
に
は
な
ら
な
い
】

　

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
平
成　

年
１３

か
ら
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
が
、「
心
の
過
疎
」
ま
で

に
は
な
ら
な
い
よ
う
、
先
ず
住
ん
で

い
る
住
民
１
人
１
人
が
ふ
る
さ
と
を

誇
り
、
郷
土
愛
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
先
述
し
た
「
鮭
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
Ｃ
Ｉ
運
動
な
ど
、
シ
ン
ボ

ル
性
を
持
っ
た
町
民
・
教
育
・
町
民
ま

つ
り
の
再
生
な
ど
の
各
種
ソ
フ
ト
活
動

や
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確

保
、
物
づ
く
り
産
業
の
育
成
、
観
光
客

な
ど
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
観
光
の

産
業
化
に
よ
る
雇
用
創
造
な
ど
、
地
域

の
資
源
を
活
用
し
た
経
済
振
興
に
よ
る

活
性
化
対
策
な
ど
を
打
ち
出
し
て
、
町

を
元
気
に
す
る
こ
と
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
を
先
ず
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

【
標
津
ら
し
さ
の
発
揮
で
都
市
と
の
交

流
】

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
一
定
以
上
の

成
果
を
挙
げ
て
、
今
や
水
産
業
に
お
け

る
「
地
域
ハ
サ
ッ
プ
」
や
産
業
と
連
携

･

し
た
体
験
観
光
の「
エ
コ 
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
」
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
国

内
的
に
も
誇
れ
る「
協
働
事
業
」に
進
化

す
る
な
ど
、「
心
の
過
疎
」
の
脱
却
が
進

み
ま
し
た
。さ
ら
に
、豊
か
な
自
然
、
環

境
と
調
和
し
た
産
業
を
誇
り
に
し
て
、

こ
れ
ら
を
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
守

り
・
育
て
て
、
都
市
と
の
交
流
促
進
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
い
う
、
地
方
の

特
色
を
発
揮
し
て
、
都
市
と
向
き
合
う

姿
勢
へ
と
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

４
、
定
住
対
策
を
政
策
に

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
し
て

も
、
人
口
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
過
疎
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
明
確
に
「
定

１８

住
対
策
」
を
掲
げ
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
人

の
流
出
抑
止
と
移
住
促
進
を「
政
策
化
」

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
魅
力
あ
る
定
住
環
境
の
整
備
】

　

ま
ず
は
受
け
皿
と
し
て
、
町
立
病
院

や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
徒
歩　

分
な

１０

ど
町
内
中
心
市
街
地
か
ら
程
よ
い
距
離

の
町
有
地
に　

区
画
の
定
住
者
用
団
地

２８

を
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
土
地
は
、
鮭
の
遡
上
で
有
名
で

近
く
を
流
れ
る
「
母
な
る
標
津
川
」
の

浚
渫
土
砂
を
十
年
来
堆
積
し
て
き
た
場

所
で
、
背
後
に
は
森
林
公
園
が
あ
る
な

ど
緑
に
囲
ま
れ
、
西
側
に
は
世
界
遺

産
・
知
床
の
山
並
み
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ

う
に
見
渡
せ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
囲
ま
れ
た
、
ま
さ
に
雄
大
な
北
海
道

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
区
域
で
す
。
し
か

も
市
街
地
と
程
近
い
距
離
に
あ
る
こ
と

か
ら
下
水
道
、
水
道
は
も
ち
ろ
ん
電

気
、
道
路
な
ど
が
完
備
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
は
都
市
並
み
、
自
然
は
世
界
レ
ベ
ル

の
、
超
一
級
の
環
境
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
整
備
費
に
つ
い
て
は
、
過

疎
地
域
集
落
整
備
補
助
や
過
疎
債
を
適

用
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
自
己
財
源

は
非
常
に
少
な
い
額
で
賄
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
ゆ
と
り
の
土
地
が
無
償
分
譲
で
話
題

沸
騰
】

　
『
一
区
画
１
２
０
坪
か
ら
１
４
０
坪

が
、
３
年
以
内
に
家
を
建
て
る
な
ら
無

償
で
分
譲
』
の
見
出
し
が
、
３
月
の
あ

る
日
の
北
海
道
新
聞
の
全
域
版
に
載
り

ま
し
た
。　

年
度
の
政
策
予
算
を
発
表

１８

し
た
翌
日
に
報
道
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

土
地
造
成
費
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
砂

利
用
や
過
疎
振
興
の
支
援
に
よ
っ
て
一

区
画
当
た
り
２
０
０
万
程
度
で
出
来
上

が
る
予
定
が
立
ち
ま
し
た
。

　

さ
て
、
い
く
ら
で
分
譲
す
る
か
？
そ

の
答
え
が
、
こ
の
報
道
で
す
。
こ
れ
に

い
た
っ
た
決
断
の
正
否
は
別
と
し
て
、

報
道
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
企
画
は
全

国
的
な
話
題
へ
と
沸
騰
し
た
の
で
す
。

　
「
１
２
０
坪
と
広
い
、
市
街
地
に
近

い
、
し
か
も
無
償
」
な
ど
が
受
け
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
共
同
通

△

標
津
町
全
体
図
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信
を
配
し
て
全
国
の
地
方
紙
に
掲
載
さ

れ
た
ほ
か
、
お
茶
の
間
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
番
組
を
総
な
め
に
す
る
な
ど
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
Ｃ
Ｍ
換
算
す
れ
ば
、
億
の

数
値
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
町
の
知
名

度
ア
ッ
プ
の
点
で
は
こ
の
時
点
で
事
業

は
大
成
功
で
す
。
し
か
し
、
本
題
は

「
完
売
」
し
て
こ
そ
の
企
画
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
し
た
。

【
無
償
分
譲
の
作
戦
意
図
】

　

北
海
道
の
東
の
地
、
自
然
が
魅
力
で

元
気
な
農
・
漁
業
の
町
と
言
い
な
が
ら
、

移
住
決
断
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
町
づ
く
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
必
要
で
す
。
こ
の
魅
力
の
一
つ
が

「
無
償
分
譲
」
で
す
。
町
と
し
て
は
、
人

が
住
む
こ
と
で
人
口
が
増
え
、
家
を
建

て
る
こ
と
で
地
方
交
付
税
や
固
定
資
産

税
、
町
民
税
な
ど
の
増
収
効
果
に
よ
っ

て
、
数
年
で
投
資
分
の
回
収
が
で
き
る

計
算
が
立
ち
、
併
せ
て
移
住
者
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
人
財
（
材
）

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な

町
に
と
っ
て
こ
の
財
産
は
、
こ
れ
か
ら

の
町
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
非

常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

５
、
募
集
の
実
務

【
問
い
合
わ
せ
者
へ
の
対
応
・
情
報
と
意

向
調
査
】

　

３
月
か
ら
の
話
題
づ
く
り
が
成
功

し
、
町
の
Ｈ
Ｐ
に
は　

年　

月
ま
で
に

１８

１１

約　

万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た

８０
が
、
そ
の
中
か
ら
、
資
料
請
求
を
い
た

だ
い
た
件
数
は
３
４
３
件
で
し
た
。
鹿

児
島
を
最
南
端
に
全
国　

都
道
府
県
か

３８

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
に

は
、
次
回
か
ら
町
広
報
と
定
住
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
町
の
話
題
を
毎
月
お
送
り
し
て

町
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
公
表
し
て
ゆ
く

事
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、　

区
画
に
対
す
る
反
応

２８

は
い
か
に
？
漠
然
と
し
た
不
安
の
中

で
、
一
歩
進
め
る
対
応
の
必
要
性
を
感

じ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査

を
行
っ
て
問
い
合
わ
せ
者
の
「
思
い
を

探
る
」
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
町
を
体
験
し
て
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
】

　

結
果
は
、「
応
募
す
る
」「
検
討
中
」

「
迷
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
有
望
な
方

は
３
４
３
件
中
、　

件
（　

・
３
％
）

５６

１６

と
判
明
し
ま
し
た
。
迷
っ
て
い
る
方
の

理
由
は
、
①
冬
の
寒
さ
②
遠
く
て
家
族

が
反
対
、
こ
の
２
点
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
し
た
の
で
、
不
安
解
消
策
と
し

て
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
ア
パ
ー
ト
を
用
意
し

て
、
１
日
千
円
の
光
熱
費
実
費
負
担
の

み
の
「
お
試
し
暮
ら
し
体
験
」
を
企
画

し
ま
し
た
。
本
気
で
移
住
を
考
え
て
い

る
方
な
ら
、
必
ず
現
地
は
見
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
応
募
に
前
向

き
な
方
は
来
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
こ
の
考
え
は
、
後
ほ
ど
確

信
と
な
り
ま
し
た
。

【
町
民
推
進
体
制
と
生
活
、
就
職
相
談
、

町
の
姿
】

　

当
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
方
々
へ

の
対
応
と
応
募
者
の
審
査
機
関
と
し

て
、
町
民
に
よ
る
「
移
住
定
住
町
民
推

進
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

町
民
と
の
対
面
に
よ
る
生
活
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
「
地
の
人
」
と
懇
談
す
る

こ
と
で
、
こ
の
町
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
特
別

養
護
施
設
、
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を
職
員
の
説

明
・
案
内
に
よ
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
町
民
の
生
の
声
、
町
の

姿
を
見
て
い
た
だ
く
姿
勢
が
、
結
果
と

し
て
好
感
を
も
た
れ
て
い
ま
す
。
当
然

「
終
の
棲
家
」と
し
て
移
住
は
当
人
が
判

断
す
る
事
で
す
の
で
、
プ
ラ
ス
も
マ
イ

ナ
ス
も
両
面
見
て
い
た
だ
い
て
、
あ
く

ま
で
当
人
の
主
観
で
判
断
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
の
対
応

姿
勢
を
貫
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
役
世
代
の
移
住
希
望
者

は
働
く
場
へ
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
就
職
斡
旋
の

窓
口
と
し
て
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
開

設
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
、
求
職
・
求

人
・
斡
旋
・
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
、
分
譲
決
定
と
課
題

　
　

年
度
の
募
集
は
こ
の
よ
う
な
取
組

１８
み
に
よ
っ
て
、
募
集　

区
画
に
対
し
て

２８

△

冬
季
体
験
（
野
付
半
島
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

△

団
地
に
隣
接
す
る
公
共
施
設
（
健
康
と

福
祉
の
村
）



　

件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正

２４直
「
ほ
っ
と
し
た
思
い
」
と
「
ち
ょ
っ

と
残
念
」
が
交
錯
し
た
複
雑
な
心
境
で

し
た
が
、
結
果
が
出
て
次
の
手
続
き
へ

と
進
め
ま
し
た
。

　

地
元
７
、
近
隣
１
、
関
東
４
、
中
部

３
、
関
西
７
、
中
国
２
、
と
全
国
か
ら

の
応
募
に
、
書
類
審
査
だ
け
で
は
相
手

が
見
え
ず
、
現
地
見
学
に
お
出
で
に

な
っ
て
面
談
が
で
き
た
方
以
外
に
つ
い

て
は
、
直
接
職
場
な
ど
の
現
在
地
に

･

伺
っ
て
面
談 
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
決
定
者
が
、
新
し
い
生
活

を
快
適
な
環
境
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
必
要
な
調
査
で
し
た
。

　

審
査
に
よ
り
、
町
内
７
、
町
外　

の
１２

計　

件
の
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

１９
し
た
が
、
こ
の
後
の
契
約
の
段
階
と

な
っ
て
①
家
族
の
重
大
な
病
気
と
看
護

②
家
族
の
反
対
③
夕
張
問
題
な
ど
か
ら

地
方
生
活
の
不
安
④
住
宅
資
金
の
問
題

な
ど
に
よ
っ
て
辞
退
者
が
予
想
を
越
え

て
出
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
最
終
契

約
者
は　

区
画
に
対
し
て
町
内
５
、
町

２８

外
６
（
近
隣
１
、
関
東
２
、
関
西
２
、

中
国
１
）の　

区
画
と
な
り
ま
し
た
が
、

１１

家
族
数
で　

人
を
確
定
す
る
事
が
出
来

２７

ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

【
家
族
の
同
意
、
生
活
体
験
が
決
め
手
】

　

雪
解
け
を
待
ち
か
ね
て
、
２
棟
の
住

宅
が
着
工
し
ま
し
た
。
こ
の
機
を
捉
え

て
、
現
地
見
学
会
が
今
年
も
始
ま
り
ま

し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
者
、
見
学
者
に
は
「
家

族
と
充
分
相
談
し
て
、
お
互
い
納
得
す

る
事
が
先
ず
必
要
で
す
よ
。」、「
必
ず

現
地
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。」、「
お
試

し
体
験
を
是
非
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

お
試
し
暮
ら
し
を
し
た
方
々
に
は
、

「
本
当
に
良
い
町
で
す
。
人
が
温
か
い

で
す
ね
。」、「
公
共
施
設
が
充
実
し
て

い
て
暮
ら
し
や
す
そ
う
。」、「
住
宅
は

冬
が
暖
か
く
て
び
っ
く
り
。
周
囲
の
自

然
も
最
高
。」と
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
一
号
の
住
宅
を
施
行
し
た

建
築
業
者
か
ら
は
、「
地
盤
に
つ
い
て

は
中
心
市
街
地
よ
り
良
か
っ
た
」
と
の

重
要
な
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
最
東
端
「
小
さ
く
て
も
キ

･

ラ
リ
と
光
る
町
・
標
津
町
」
の
移
住 
定

住
対
策
は
、
昨
年
を
手
本
に
２
年
目
が

動
き
始
め
ま
し
た
。

（
企
画
政
策
課　

川
口　

真
）

△

完
成
住
宅
と
家
族
で
記
念
植
樹

△

団
地
第
１
号
の
住
宅
建
設
の
様
子

△

住
宅
相
談
の
様
子
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地
方
議
会
例
文
研
究
会　

著

「
地
方
議
員
あ
い
さ
つ
例
文
集
」

　

定
価
＝
本
体
３
４
０
０
円
＋
税

　

Ａ
５
判
並
製　

４
０
０
頁

　

学
陽
書
房

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３－

３
２
６
１－

１
１
１
１

　

本
書
は
、
あ
い
さ
つ
の
適
切
な
基
本
時

間
は
２
分　

秒
で
あ
る
と
い
う
観
点
か

３０

ら
、
そ
の
長
さ
に
応
じ
た
「
す
ぐ
に
使
え

る
文
例
」２
８
５
を「
月
別
行
事
等
」と「
季

節
的
行
事
等
」に
分
類
・
整
理
の
う
え
掲
載

し
た
例
文
集
で
あ
る
。

　
「
月
別
行
事
」
で
は
、
１
月
か
ら　

月
ま

１２

で
の
行
事
に
伴
う
１
３
５
の
例
文
を
、

「
季
節
的
行
事
」
で
は
春
夏
秋
冬
、
月
・

週
間
行
事
に
関
連
す
る　

の
例
文
を
掲

５０

載
。
さ
ら
に
、
庁
内
・
議
会
で
何
か
と
縁

の
多
い
記
念
行
事
、
竣
工
式
、
大
会
・
総

会
、
表
彰
・
祝
賀
会
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

約
１
０
０
の
例
文
を
収
録
。
こ
れ
ら
は
公

務
や
政
治
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
第
一
部
で
は
年
中
行
事
や
記
念

日
に
伴
う
正
式
な
根
拠
、
由
来
や
目
的
、

数
字
デ
ー
タ
等
を
詳
細
に
解
説
し
た
「
年

中
行
事
の
豆
知
識
」
を
収
録
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
祝
辞
、
話
題
づ
く
り
と
い
っ
た
際
に

ヒ
ン
ト
集
と
し
て
も
応
用
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ち
の
代
表
と
し
て
、
と
か
く
あ
い
さ

つ
の
機
会
が
多
い
首
長
に
と
っ
て
、
何
か

と
使
い
勝
手
の
よ
い
一
冊
と
な
ろ
う
。



……………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………

（第三種郵便物認可） 第２６０９号平成１９年７月２３日１１ 町 村 週 報

情 報

　

町
は
７
月
か
ら
庁
舎
１
階
の
玄
関

フ
ロ
ア
に
来
庁
者
の
総
合
案
内
係
「
フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」を
配
置
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
１
階
フ
ロ
ア
に
総

合
窓
口
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
た

が
、
よ
り
来
庁
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
用

事
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
を
決
め

た
。

　

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
全　
１３

課
の
課
長
補
佐
ら
職
員　

人
が
交
代

２５

制
で
対
応
。
時
間
は
午
前
９
時　

分
３０

〜
午
前　

時　

分
と
、
午
後
１
時　

１１

３０

３０

分
〜
午
後
３
時　

分
ま
で
。
９
月　

３０

２８

日
ま
で
の
３
カ
月
間
試
行
的
に
実
施

し
、
効
果
を
検
証
す
る
。

　

総
務
課
で
は
「
町
民
に
分
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
役
場
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

町
が
全
国
に
本
の
寄
贈
を
呼
び
掛

け
て
設
立
し
た
「
矢
祭
も
っ
た
い
な

い
図
書
館
」
の
蔵
書
が
目
標
の　

万
４０

冊
を
達
成
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
図
書
館
の
な
か
っ
た
町

は
昨
年
７
月
に
公
募
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
本
の

寄
贈
を
全
国
に
呼
び
掛
け
た
。
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
も
あ
り
、
全
国
か
ら
寄

贈
が
相
次
ぎ
、
準
備
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
連
日
、
本
の
整
理
に
追
わ
れ

た
。
町
は
、
寄
贈
し
て
く
れ
た
人
の

想
い
や
子
ど
も
に
物
を
大
切
に
す
る

心
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
「
も
っ
た

い
な
い
図
書
館
」
と
命
名
。
１
月
の

オ
ー
プ
ン
以
降
、
学
校
帰
り
の
子
ど

も
や
、
高
齢
者
ら
が
訪
れ
て
い
る
。

　

な
お
現
在
も
全
国
か
ら
寄
贈
の
申

し
込
み
が
あ
る
が
、
収
納
す
る
図
書

館
や
閉
架
書
庫
が
限
界
に
達
し
て
い

る
こ
と
か
ら
町
で
は
辞
退
を
申
し
出

て
い
る
。

　

町
で
は
「
今
後
、
全
国
の
『
図
書

館
を
つ
く
り
た
い
・
ほ
し
い
』
自
治

体
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

　

町
と
村
は
こ
の
ほ
ど
、
県
境
を
越

え
た
連
携
を
図
る
た
め
「
津
南
・
栄

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
副
町
村
長
や

教
育
長
、
総
務
課
長
ら
で
構
成
。
さ

ら
に
同
ネ
ッ
ト
の
下
に
①
産
業
振
興

②
医
療
・
保
健
・
福
祉
③
建
設
・
防

災
④
教
育
・
文
化
―
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。
今
後
、
各
分

野
で
連
携
可
能
な
も
の
を
検
討
し
、

年
末
に
も
両
町
村
長
に
提
言
す
る
。

　

２
町
村
は
歴
史
、
地
理
的
に
結
び

つ
き
が
深
く
、
日
常
生
活
で
も
ゴ
ミ

や
し
尿
、
火
葬
で
は
共
同
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
観
光
や
消
防
、

国
道
整
備
、
学
校
間
交
流
等
で
も
連

携
し
て
い
る
。

　

町
は
今
年
度
か
ら
住
民
が
行
う
地

域
活
動
に
助
成
す
る
「
町
民
手
づ
く

り
事
業
」
を
始
め
た
。
５
月
末
ま
で

の
締
切
り
に　

団
体
が
応
募
、
う
ち

１６

　

団
体
に
助
成
を
行
う
こ
と
を
決
め

１０た
。

　

補
助
対
象
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ

（
五
人
以
上
）
の
町
づ
く
り
事
業
や
、

住
民
組
織
づ
く
り
の
２
つ
。
町
づ
く

り
は
、　

万
円
を
上
限
に
、
経
費
の

２０

　

分
の
６
以
内
、
組
織
づ
く
り
は
、

１０５
万
円
を
上
限
に
経
費
の
全
額
を
助

成
す
る
。

　

今
回
決
ま
っ
た
主
な
事
業
は
、
①

長
和
の
食
研
究
事
業
・
郷
土
料
理
の

研
究
・
伝
承
②
桑
の
実
パ
ン
で
地
域

お
こ
し
事
業
③
長
久
保
宿
を
保
存
・

活
性
化
さ
せ
る
組
織
づ
く
り－

な
ど
。

　

町
は
今
年
度
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体

験
を
通
し
て
独
身
男
女
の
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
「
出
会
い
創
出
自
然

体
験
事
業
」
を
展
開
す
る
。

　

町
が
実
施
し
た
少
子
化
対
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
結
婚
し
な
い

原
因
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
出
会
い
の

場
が
少
な
い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
。
こ
の
た
め
出
会
い
の
場
提
供
を

企
画
し
た
が
、「
お
茶
を
飲
む
だ
け

の
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
て

も
効
果
が
上
が
ら
な
い
」
と
判
断
。

そ
こ
で
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の

ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
通
し
て
、
感
動
や

達
成
感
を
共
有
し
て
も
ら
い
交
際
の

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。

　

８
月
４
日
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

９
月　

日
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
実
施
す

２９

る
。町
内
在
住
の
未
婚
男
女
が
対
象
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
町
民
に
町
の
取

組
み
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
「
各
課
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
策

定
し
た
。　

課
と
農
業
委
員
会
が
そ

１４

れ
ぞ
れ
作
成
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
各
課
長
が

「
町
長
の
考
え
る
政
策
」と
課
独
自
の

政
策
目
標
を
検
討
し
た
も
の
を
「
課

の
運
営
方
針
」
と
し
て
示
し
た
。

　

年
度
終
了
後
は
、
個
別
事
業
ご
と

に
達
成
状
況
を
検
証
し
、
今
後
の
政

策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
。

　

各
課
か
ら
は
、「
入
札
制
度
改
革

の
推
進
」（
総
合
政
策
課
財
務
管
財
グ

ル
ー
プ
）、「
町
税
の
徴
収
向
上
」（
税

務
課
賦
課
収
納
グ
ル
ー
プ
）
な
ど
の

公
約
が
掲
げ
ら
れ
た
。

新潟県
津南町

長野県
栄 村

広
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
設
立

自
然
体
験
で
出
会
い
創
出

静岡県
東伊豆町

各
課
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

策
定

宮崎県
新富町

町
民
手
づ
く
り
事
業
を

開
始

長野県
長和町

寄
贈
本　

万
冊
を
達
成

４０

福島県
矢祭町

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

配
置

宮城県
富谷町
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静
岡
県
町
村
会
は
平
成　

年
６
月　

日

１９

１３

の
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し

た
。

                            
（
６
月　

日
就
任
）

１６

静
岡
県
町
村
会
長

庵
原
郡
富
士
川
町
長 

坪
内 　

つ
ぼ
う
ち

 
伸
浩 

の
ぶ
ひ
ろ

昭
和　

年　

月　

日
生

１５

１１

３０

【
住
所
】静
岡
県
庵
原
郡
富
士
川
町
中
之
郷

１
２
５
５
番
地
の
１

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

　

年
富
士
川
町
議
会
議
員
▽　

年
同
町
議

５０

６１

会
議
長
▽
平
成　

年
富
士
川
町
長

１０

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成　

年
庵
原

１５

郡
町
村
会
会
長
▽　

年
静
岡
県
町
村
会
副

１７

会
長

【
主
な
業
績
】▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

▽
河
川
敷
憩
い
の
広
場
完
成
▽
富
士
川
楽

座
完
成
▽
国
体
成
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
開
催
▽
蓬
莱
橋
完
成
▽
蒲
原
病
院
老

人
保
健
施
設
完
成
▽
松
千
代
保
育
園
完
成

▽
富
士
川
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
稼
働

【
趣
味
】
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
温

泉
め
ぐ
り

【
家
族
】
妻
・
子
２
人

　

栃
木
県
町
村
会
は
平
成　

年
６
月　

日

１９

２０

の
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し

た
。

                            
（
６
月　

日
就
任
）

２４

栃
木
県
町
村
会
長

塩
谷
郡
高
根
沢
町
長 

高
橋 　

克
法

    

た
か
は
し 

か
つ
の
り

昭
和　

年　

月
７
日
生

３２

１２

【
住
所
】栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
大
字
宝

積
寺
１
１
１
３

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和

　

年
国
会
議
員
秘
書
▽
平
成
８
年
栃
木
県

５６議
会
議
員

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成　

年
栃
木

１６

県
町
村
会
評
議
員
・
塩
谷
郡
町
村
会
長

▽　

年
栃
木
県
町
村
会
副
会
長

１７
【
主
な
業
績
】
▽
財
務
会
計
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
化
▽
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

▽
高
根
沢
町
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
導
入（
行
政
評
価
・
目
標
管
理
・
人
事
評

価
）▽
道
路
評
価
制
度
導
入
▽
生
ご
み
・
家

畜
糞
尿
堆
肥
化
施
設
「
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」建
設
▽
環
境
学
習
施
設「
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
た
か
ね
ざ
わ
」建
設
▽
不
登
校
児
童
・
生

徒
支
援
施
設「
ひ
よ
こ
の
家
」設
置

【
趣
味
】
炭
焼
き

【
家
族
】
母
・
妻
・
子
２
人

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

明
治
期
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
の
長
い

間
、
女
の
子
を
持
つ
母
親
は
家
事
や
家

業
の
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
姉
様
人
形

を
作
っ
て
や
っ
た
。

　

箸
な
ど
に
和
紙
を
巻
い
て
丸
ま
げ
を

創
り
、
顔
に
つ
め
も
の
を
し
て
人
形
の

首
を
作
る
。
農
村
で
は
田
畑
の
あ
ぜ
道

に
生
え
る
か
も
じ
草
を
利
用
し
て
丸
ま

げ
を
作
っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
胴
の
部

分
に
は
美
し
い
模
様
の
千
代
紙
で
着
物

を
着
せ
、
そ
の
上
に
お
た
い
こ
帯
な
ど

を
折
っ
て
張
り
つ
け
た
。
小
学
生
に
成

長
し
た
娘
は
首
だ
け
を
母
親
に
作
っ
て

も
ら
う
と
、
着
物
や
帯
は
多
様
な
千
代

紙
や
き
れ
い
な
包
装
紙
を
選
び
、
多
彩

な
着
付
け
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
姉

様
人
魚
鵜
遊
び
は
、
日
本
の
母
と
娘
が

共
同
で
創
り
出
し
て
き
た
伝
承
的
な
お

し
ゃ
れ
着
せ
替
え
遊
び
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

時
代
も
昭
和
に
入
る
と
、
少
女
の
遊

び
人
形
と
し
て
布
で
で
き
た
抱
き
人
形

や
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形

な
ど
も
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
少

女
は
何
の
変
哲
も
な
い
無
名
の
抱
き
人

形
に
、
ア
イ
ち
ゃ
ん
と
か
サ
ッ
ち
ゃ
ん

と
か
思
い
思
い
に
命
名
し
、
お
手
製
の

洋
服
を
着
せ
替
え
た
り
、
お
ん
ぶ
し
た

り
抱
っ
こ
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
話
し

か
け
た
り
し
て
、
深
く
い
つ
く
し
ん

だ
。
こ
こ
で
は
少
女
は
母
親
役
で
あ

り
、
人
形
は
い
つ
く
し
み
の
対
象
と
し

て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
代
理
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
後
半
〜
四
〇
年
代
の

高
度
成
長
期
が
成
熟
す
る
と
、
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
素
材
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ド
ー
ル

（
着
せ
替
え
人
形
）
が
登
場
、
人
形
遊
び

の
主
力
と
化
し
た
。
昭
和
三
八
年
に
米

国
マ
テ
ル
社
の
バ
ー
ビ
ー
人
形
、
昭
和

四
二
年
に
国
産
、
タ
カ
ラ
の
リ
カ
ち
ゃ

ん
人
形
が
発
売
さ
れ
、
と
く
に
リ
カ

ち
ゃ
ん
は
日
本
の
人
形
遊
び
の
代
名
詞

に
さ
え
な
っ
た
。
リ
カ
ち
ゃ
ん
は
小
学

校
高
学
年
程
度
の
か
わ
い
く
ス
タ
イ
ル

の
い
い
美
少
女
を
模
し
た
人
形
で
あ

り
、
幼
い
少
女
は
憧
れ
の
お
姉
さ
ん
人

形
に
な
り
き
っ
て
、
洋
服
や
ヘ
ア
の
お

し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
だ
り
、
パ
ー
テ
ィ

ご
っ
こ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ご
っ
こ
を
楽

し
ん
だ
り
し
た
。
リ
カ
ち
ゃ
ん
は
一
体

化
し
た
い
あ
こ
が
れ
の
対
象
、
あ
る
い

は
友
だ
ち
の
代
理
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
平
成
の
少
女
た
ち
は
少
子
高

齢
化
の
時
代
、
自
分
た
ち
が
祖
父
母
の

ア
イ
ド
ル
と
化
し
て
、
高
価
な
洋
服
や

小
物
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
自
身
の
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

人
形
遊
び
の
歴
史
と
変
せ
ん

子
ど
も
調
査
研
究
所
所
長　

高
山 

英
男

昔
の
遊
び　

今
の
遊
び
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随 想
　
「
旅
行
け
ば
、
駿
河
の
国
に
茶
の
香

り
。
名
代
な
る
か
な
東
海
道
。
名
所
古

蹟
の
多
い
と
こ
・
・
・
」
ち
ょ
っ
と
古

い
話
だ
が
広
沢
虎
造
得
意
の
浪
花
節
、

森
の
石
松
金
毘
羅
代
参
の
一
節
。
次
郎

長
一
家
の
石
松
が
代
表
し
て
刀
を
納
め

に
行
く
と
き
の
道
中
ば
な
し
で
あ
る
。

町
村
会
長
な
ど
関
係
団
体
役
員
を
仰
せ

つ
か
る
と
、
町
を
留
守
に
し
て
県
外
へ

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
公
務
旅
行
で
あ
る
が
旅
行
は
し
て

も
旅
を
し
た
と
い
う
実
感
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

　

た
と
え
観
光
目
的
で
あ
っ
て
も
現
代

の
旅
は
石
松
の
時
代
と
は
様
が
わ
り
。

車
や
電
車
で
目
的
地
へ
一
直
線
、
旅
は

手
段
で
あ
っ
て
そ
の
目
的
は
目
的
地
に

着
く
こ
と
。
道
中
を
楽
し
む
旅
本
来
の

よ
ろ
こ
び
な
ん
て
め
っ
た
に
味
わ
え
な

い
。

　
「
酒
の
み
ね
え
。
寿
司
く
い
ね
ぇ
、

江
戸
っ
子
だ
っ
て
ね
え
・
・
・
」
帰
り

の
船
の
中
で
石
松
は
道
づ
れ
に
な
っ
た

江
戸
っ
子
を
お
だ
て
、
次
郎
長
一
家
で

一
番
強
い
子
分
の
名
を
聞
き
だ
そ
う
と

す
る
。

　

こ
の
石
松
の
話
も
往
き
か
え
り
の
道

中
が
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
っ
て
目
的
地

で
の
話
は
短
く
、
精
彩
を
欠
い
て
し
ま

う
。

　

今
年
の
五
月
、
海
外
地
方
行
政
調
査

に
参
加
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
東
欧

諸
国
を
訪
れ
た
が
往
き
か
え
り
は
お
よ

そ
十
二
時
間
、
道
中
な
ら
ぬ
機
中
で

あ
っ
た
。
目
的
地
は
と
も
か
く
機
中
で

は
み
や
げ
に
な
る
よ
う
な
話
は
な
に
も

な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
定
着
農
耕
民
で
あ
っ

た
日
本
人
が
旅
を
始
め
た
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
親
分
の
代
わ
り
に
お
宮
に
参

ろ
う
と
す
る
石
松
。
仲
間
か
ら
は
自
分

の
分
も
拝
ん
で
く
れ
よ
と
餞
別
が
渡
さ

れ
水
盃
を
し
て
旅
立
つ
。
帰
り
の
ふ
と

こ
ろ
に
は
お
宮
で
い
た
だ
い
た
み
や
げ

（
宮
笥
）が
い
っ
ぱ
い
。
日
本
人
ほ
ど
旅

先
で
み
や
げ
を
買
う
人
は
い
な
い
と
い

う
が
餞
別
・
み
や
げ
の
関
係
・
現
代
に

残
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
石
松

の
話
に
限
ら
ず
日
本
人
の
旅
の
始
ま
り

は
、
神
社
に
参
詣
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
期
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
信
仰

の
力
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旅
の
楽
し
み
は
道
中
に
あ
り
、
と

い
っ
て
も
石
松
の
時
代
の
旅
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
。
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く

つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た

は
ず
。
と
き
に
は
旅
に
出
た
ま
ま
帰
っ

て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
。
旅
人

は
「
食
べ
人
」
に
通
じ
、
英
語
の
ト
ラ

ベ
ル
は
「
苦
労
」
に
通
じ
る
と
い
う
か

ら
西
洋
で
も
同
じ
様
な
も
の
ら
し
い
。

　

私
が
は
じ
め
て
海
外
に
旅
立
っ
た
の

は
四
十
年
前
、
第
三
次
中
東
戦
争
の
直

後
だ
っ
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
羽
田
へ
向
か
う
電
車
の

ホ
ー
ム
、
水
盃
こ
そ
な
か
っ
た
が
多
く

の
家
族
、
同
僚
に
見
送
ら
れ
た
。
と
に

か
く
元
気
に
帰
っ
て
こ
い
と
。
お
よ
そ

四
十
日
間
の
欧
米
ひ
と
り
旅
。
想
い
か

え
す
と
旅
行
中
は
苦
労
の
連
続
、
危
険

な
場
面
に
あ
っ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
忘
れ
ら
れ
ぬ
思
い
出

も
多
い
。
旅
を
す
る
な
ら
ひ
と
り
旅
と

い
ま
だ
に
思
う
の
は
、
旅
に
は
本
来
楽

し
み
や
苦
し
み
が
あ
る
も
の
、
ツ
ア
ー

や
パ
ッ
ク
で
は
味
わ
え
な
い
道
中
が
あ

る
と
思
う
か
ら
だ
。

　

旅
に
楽
し
み
や
苦
し
み
は
つ
き
も

の
。
そ
の
せ
い
か
旅
は
人
が
場
所
を
移

動
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
人
生
そ

の
も
の
を
旅
に
た
と
え
る
こ
と
が
あ

る
。「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、

行
き
か
う
年
も
又
旅
人
な
り
」
生
ま
れ

て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
時
間
経
過
。
そ
の

道
中
は
ま
さ
に
人
生
の
旅
路
で
あ
る
と

い
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
町
長
な
ど
と

い
う
職
に
就
い
て
い
る
間
は
そ
の
道
中

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
確
か
に
ひ
と
り

旅
、
こ
の
道
中
は
つ
ら
い
こ
と
や
苦
し

い
こ
と
が
多
い
が
、
石
松
の
金
毘
羅
代

参
よ
ろ
し
く
楽
し
く
お
も
し
ろ
く
旅
を

つ
づ
け
た
い
と
思
う
。
あ
ま
り
お
も
し

ろ
い
話
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
帰
ら
ぬ

旅
な
ど
と
い
う
旅
を
す
る
日
が
来
る
の

だ
か
ら
。

随　想

旅

と

道

中

大分県町村会長

玖珠町長

小林　公明
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内
閣
府
は
６
月　

日
、「
平
成　

年
版

２９

１９

青
少
年
白
書
」
を
公
表
し
た
。

　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
の
推
計
人
口

１８

１０

に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
総
人
口
は
、
１
億

２
、
７
７
７
万
人
。
こ
の
う
ち
、
青
少
年

（
０
〜　

歳
）
人
口
は
、
３
、
９
１
８
万
５

２９

千
人
で
、
総
人
口
の　

・
７
％
を
占
め
て

３０

い
る
。
青
少
年
人
口
及
び
総
人
口
に
占
め

る
青
少
年
人
口
の
割
合
と
も
に
、
昭
和　
５０

年
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。

　

青
少
年
の
労
働
力
人
口
等
の
状
況
を
み

る
と
、
平
成　

年
（
年
平
均
）
の　

〜　

１８

１５

２９

歳
の
青
少
年
人
口
は
２
、
２
１
５
万
人

で
、
こ
の
う
ち
１
、
３
２
８
万
人
（　

・
６０

０
％
）
が
労
働
力
人
口
（　

歳
以
上
人
口

１５

の
う
ち
、
就
業
者
と
完
全
失
業
者
を
合
わ

せ
た
も
の
）
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
完
全
失
業
率
（
平
成　

年
４
月
）

１９

は
３
・
８
％
に
対
し
、
若
年
層
（　

〜　
１５

２４

歳
）
で
は
７
・
５
％
と
高
水
準
で
あ
り
、

ま
た
、
平
成　

年
平
均
で
フ
リ
ー
タ
ー
が

１８

１
８
７
万
人
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト
に
近
い

概
念
で
あ
る
若
年
無
業
者
が　

万
人
と

６２

な
っ
て
お
り
、
前
年
に
比
べ
改
善
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況

で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
卒
業
後
３
年
以
内
に
、
中
卒

　

・
４
％
、
高
卒　

・
３
％
、
大
卒　

・

７０

４９

３５

７
％
（
平
成　

年
３
月
新
規
学
卒
者
）
が

１５

離
職
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
七
五
三
現

象
」
が
み
ら
れ
た
。

　

白
書
で
は
、
青
少
年
に
望
ま
し
い
職
業

観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自

己
の
個
性
を
理
解
し
、
主
体
的
に
進
路
を

選
択
す
る
能
力
・
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
た
背
景
や
我
が
国
に
お
け
る
取

組
の
現
状
、
政
府
で
取
り
ま
と
め
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
推
進
プ
ラ
ン
」等
に
つ

い
て
紹
介
し
、
そ
の
意
義
と
今
後
の
展
望

を
記
述
し
て
い
る
。

木
材
利
用
拡
大
行
動
計
画
の

実

施

状

況

ま

と

ま

る

　

政
府
は
、
６
月　

日
、
観
光
立
国
の
実

２９

現
に
向
け
た
目
標
や
施
策
を
示
し
た
「
観

光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し

た
。

　

基
本
計
画
は
、
本
年
１
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
観
光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
観
光
立
国

の
実
現
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
定
め
ら
れ

た
。

　

基
本
計
画
で
は
、「
施
策
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
方
針
」「
目
標
」「
総
合
的
・
計

画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
」「
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
」
の
４
項
目
を
挙

げ
て
お
り
、
中
で
も
「
目
標
」
で
は
、
観

光
立
国
の
実
現
に
向
け
た
関
係
者
の
取
組

を
促
進
す
る
た
め
、
５
項
目
を
基
本
的
な

柱
と
し
、
目
標
を
施
策
に
応
じ
数
値
を
含

め
て
掲
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成　

年
２２

度
ま
で
に
、
国
内
観
光
旅
行
に
よ
る
１
人

当
た
り
の
宿
泊
数
を
平
成　

年
度
推
計
の

１８

２
・　

泊
に
対
し
、
も
う
１
泊
増
や
し
、

７７

年
間
４
泊
に
す
る
こ
と
や
日
本
人
の
海
外

旅
行
者
数
を
２
千
万
人
に
し
、
国
際
相
互

交
流
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
、
平
成　

年
ま

２３

で
に
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
を
５
割
以

上
増
や
し
、
ア
ジ
ア
最
大
の
開
催
国
を
目

指
す
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

講
ず
べ
き
施
策
は
、
基
本
法
が
掲
げ
る

基
本
的
施
策
の
と
お
り
、「
国
際
競
争
力

の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
」「
観
光

産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
観
光
の

振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
」「
国
際
観

光
の
振
興
」「
観
光
旅
行
の
促
進
の
た
め
の

環
境
の
整
備
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
る
。

　

な
お
、
基
本
計
画
の
期
間
は
５
年
間

で
、
目
標
の
達
成
状
況
、
施
策
の
効
果
に

関
す
る
評
価
の
結
果
等
、
毎
年
度
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
お
お
む
ね
３
年
後
を
目

途
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

観

光

立

国

推

進

基

本

計

画

を

閣

議

決

定

　

農
林
水
産
省
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成　

年
１５

８
月
に
策
定
し
た
木
材
利
用
拡
大
行
動
計

画
の
実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

同
計
画
は
、「
京
都
議
定
書
目
標
達
成

計
画
」
等
を
受
け
て
、
農
林
水
産
省
自
ら

が
木
材
利
用
の
拡
大
を
図
り
、
民
間
部
門

の
先
導
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う

策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
対
象
は
農
林
水
産

省
関
係
の
公
共
土
木
事
業
や
補
助
事
業
に

よ
る
施
設
、
関
係
機
関
の
庁
舎
等
の
施
設

や
備
品
、
消
耗
品
。

　

平
成　

年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

１８

は
、
公
共
土
木
工
事
に
お
け
る
安
全
柵
、

手
す
り
等
の
木
製
化
や
治
山
事
業
等
に
お

け
る
木
材
使
用
量
の
拡
大
、
ま
た
、
補
助

事
業
に
お
い
て
は
、
農
林
漁
業
体
験
施
設

や
木
材
処
理
加
工
施
設
な
ど
重
点
施
設
の

木
造
化
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
達
成

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
及
び
関
係
機
関
で

は
庁
舎
の
営
繕
等
に
お
け
る
木
造
化
・
内

装
木
質
化
や
木
造
で
の
庁
舎
新
改
築
を
は

じ
め
、
事
務
机
等
の
木
製
化
、
業
務
用
茶

封
筒
の
間
伐
材
封
筒
使
用
、
間
伐
材
を

使
っ
た
飲
料
用
紙
製
缶
の
使
用
に
つ
い
て

目
標
の
達
成
状
況
を
数
値
で
示
し
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
的
な
取
組
と
し

て
、
治
山
事
業
に
お
い
て
残
置
式
の
木
製

型
枠
を
用
い
た
よ
う
壁
や
谷
止
工
の
施

工
、
漁
場
整
備
事
業
に
お
い
て
間
伐
材
を

使
用
し
た
魚
礁
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
目

標
達
成
に
向
け
て
各
分
野
の
取
組
が
着
実

に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
木
材
利

用
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
違
法

伐
採
対
策
と
し
て
グ
リ
ー
ン
購
入
法
基
本

指
針
を
用
い
た
政
府
調
達
を
推
進
す
る
と

し
て
い
る
。

青
少
年
白
書
ま
と
ま
る
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